
　
９
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
、
千
葉
・

幕
張
の
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展
示
場
で
「
分
析
展
２

０
１
１

第

回

／
科
学
機
器
展
２
０
１
１

第

回

」
が
開
催
さ
れ
る
。
主
催
は
社
団
法

人
日
本
分
析
機
器
工
業
会

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ

と
日

本
科
学
機
器
団
体
連
合
会
。
こ
の
合
同
展
は
ア
ジ

ア
最
大
の
１
２
８
４
小
間
、
４
０
４
社
・
機
関
が

参
加
す
る
分
析
・
科
学
機
器
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ

ョ
ー
。
入
場
料
は
無
料
。

９
月
７
｜
９
日
千
葉
・
幕
張
メ
ッ
セ

来
て
・
見
て
・
わ
か
る

環
境
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

分析展２０１１／科学機器展２０１１ いよいよ開幕

日
本
薬
局
方
セ
ミ
ナ
ー

質
量
分
析
の
最
新
技
術

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ８月３１日 水曜日 　　

　
「
分
析
展
２
０
１
１
／
科

学
機
器
展
２
０
１
１
」
に
は

分
析
機
器
・
装
置
、
分
析
機

械
部
品
や
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン

ト
、
試
験
機
器
・
装
置
、
理

化
学
機
器
、
環
境
計
測
機
器

や
工
業
用
計
測
機
器
、
バ
イ

オ
関
連
機
器
・
装
置
、
生
産

プ
ロ
セ
ス
機
器
・
装
置
な

ど
、
研
究
か
ら
分
析
、
試
験

を
支
え
る
最
新
の
製
品
、
サ

ー
ビ
ス
、
情
報
が
紹
介
さ
れ

る
。

　
今
年
の
同
展
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
「
来
て
・
見
て

・
わ
か
る
　
確
か
な
技
術

」
。
同
展
は
昨
年
か

ら
、
日
本
分
析
機
器
工
業
会

主
催
の
「
分
析
展
」
と
、
東

京
と
大
阪
の
交
互
で
開
催
さ

れ
て
き
た
日
本
科
学
機
器
団

体
連
合
会
主
催
の
「
科
学
機

器
展
」
の
合
同
開
催
と
な
っ

た
。
ア
ジ
ア
最
大
の
開
催
規

模
の
分
析
・
試
験
関
連
の
展

示
会
で
あ
り
、

研
究
、
開

発
、
分
析
の
入
口
か
ら
出
口

ま
で

の
最
新
情
報
が
発
信

さ
れ
る
。

　
「
分
析
展
２
０
１
１
／
科

学
機
器
展
２
０
１
１
」
は
展

示
に
加
え
て
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ

を
は
じ
め
、
日
本
分
析
化
学

会
や
日
本
顕
微
鏡
学
会
、
応

用
物
理
学
会
と
い
っ
た
学
会

や
、
日
本
規
格
協
会
、
科
学

技
術
振
興
機
構
、
産
業
技
術

総
合
研
究
所
な
ど
の
各
団
体

が
主
催
す
る
講
演
会
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー
、
討

論
会
な
ど
で
多
く
の
技
術

的
、
学
術
的
な
発
表
が
行
わ

れ
る
。

　
そ
の
中
核
と
な
る
の
が

「
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
」
だ
。
会
期
は
展
示
会

開
幕
の
１
日
前
、
９
月
６
日

か
ら
９
日
ま
で
。
会
場
は
幕

張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
室
と
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
Ａ
、

Ｂ
。

　
同
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
中

で
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
は
Ｊ
Ａ
Ｉ

Ｍ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
グ
リ
ー

ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
持

続
可
能
な
社
会
へ
の
展
望
」

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
循
環
型
社
会
の
構
築
を
促

進
す
る
た
め
の
分
析
機
器
・

技
術
」
「
特
別
セ
ミ
ナ
ー
　

日
本
薬
局
方
の
意
義
と
役
割

―
第

改
正
変
更
点
と
今
後

の
展
望
―
」
「
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ

セ
ミ
ナ
ー
」
「
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ｓ
ｅ

ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
」
を
開
く
。

　
昨
年
、
政
府
が
打
ち
出
し

た
「
新
経
済
成
長
戦
略
」
で

は
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
が
重
点
目
標

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
マ
ザ
ー
ツ
ー
ル
で
あ
る

分
析
・
計
測
機
器
の
技
術
開

発
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
　

　
化
学
分
野
に
お
け
る

グ

リ
ー
ン
・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

ケ
ミ
ス
ト
リ
ー

Ｇ
Ｓ

Ｃ

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー

は
環
境
負
荷
を
可
能

な
限
り
低
減
し
て
い
く
た
め

の
重
要
な
技
術
。
７
日

時

か
ら
、
国
際
会
議
場
２
階
２

０
１
会
議
室
で
行
わ
れ
る
Ｊ

Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
グ

リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
展

望
」
は
技
術
開
発
の
現
状
を

紹
介
し
、
将
来
を
展
望
。
太

陽
光
発
電
や
、
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
技
術
に
つ
い
て
の
講
演

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
９
日

時

分
か

ら
国
際
会
議
場
１
階
１
０
５

会
議
室
で
行
わ
れ
る
Ｊ
Ａ
Ｉ

Ｍ
Ａ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
循
環

型
社
会
の
構
築
を
促
進
す
る

た
め
の
分
析
機
器
・
技
術
」

で
は
、
今
後
、
資
源
制
約
問

題
や
環
境
問
題
に
配
慮
し
て

化
学
品
な
ど
を
持
続
的
に
生

産
、
供
給
す
る
た
め
の
生
産

プ
ロ
セ
ス
で
活
用
さ
れ
る
機

器
、
技
術
動
向
の
調
査
結
果

が
発
表
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
廃
棄
物
処
理
現
場

で
直
面
す
る
課
題
解
決
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
シ
ス
テ
ム
構
築
で
の
利

用
、
さ
ら
に
は
レ
ア
メ
タ
ル

技
術
開
発
で
期
待
さ
れ
て
い

る
計
測
・
分
析
技
術
が
紹
介

さ
れ
る
。

　
日
本
薬
局
方
が
５
年
ぶ
り

に
大
き
く
見
直
さ
れ
、
製
薬

関
連
企
業
、
分
析
機
器
関
連

企
業
を
は
じ
め
、
業
界
関
係

者
か
ら
多
く
の
注
目
を
集
め

て
い
る
。
薬
事
法
第

条

で
、
日
本
薬
局
方
は
医
薬
品

の
性
状
お
よ
び
品
質
の
適
正

を
図
る
た
め
、
厚
生
労
働
大

臣
が
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議

会
の
意
見
か
ら
定
め
た
医
薬

品
の
規
格
基
準
書
。
通
則
、

生
薬
総
則
、
製
剤
総
則
、
一

般
試
験
法
及
び
医
薬
品
各
条

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
収

載
医
薬
品
は
日
本
で
利
用
さ

れ
て
い
る
医
薬
品
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。

　
改
正
を
機
会
に
、
日
本
薬

局
方
に
関
し
て
関
係
者
が
あ

ら
た
め
て
知
る
機
会
と
な
る

の
が
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
「
日

本
薬
局
方
の
意
義
と
役
割
―

第

改
正
変
更
点
と
今
後
の

展
望
―
」
で
あ
る
。
薬
局
方

と
は
何
か
、
ま
た
、
今
回
の

改
正
で
何
が
変
わ
っ
た
か
を

中
心
に
、
改
正
に
携
わ
っ
た

関
係
者
が
講
演
を
行
う
。
会

期
は
８
日

時
か
ら
で
、
会

場
は
国
際
会
議
場
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
Ａ
。

　
一
方
、
「
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
セ

ミ
ナ
ー
」
は
初
心
者
か
ら
中

級
レ
ベ
ル
ま
で
の
分
析
実
務

者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
だ
。
７
日

か
ら
９
日
ま
で
、
全
８
講
座

が
開
催
さ
れ
る
。
「
初
め
て

の
機
器
分
析
」
「
機
器
分
析

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
「
こ

れ
で
あ
な
た
も
専
門
家
」
と

題
し
た
講
座
で
、
「
質
量
分

析

Ｍ
Ｓ

」
「
イ
オ
ン
ク

ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

Ｉ

Ｃ

」
「
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ

ラ
フ
ィ
ー

Ｇ
Ｃ

」
「
フ

ロ
ー
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
分

析

Ｆ
Ｉ
Ａ

」
「
液
体
ク

ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

Ｌ

Ｃ

」
と
い
っ
た
機
器
分
析

が
解
説
さ
れ
る
。

　
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

る
「
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ

ｎ
」
は
Ｕ
Ｓ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
１
「
最
新
の
質
量
分

析
」
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
＆
フ
ラ
ッ
シ
ュ
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
東
京
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
２
０
１
１
、
日
韓
技
術

交
流
セ
ミ
ナ
ー
「
環
境
規
制

の
動
向
及
び
分
析
法
の
最
前

線
」
の
４
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
構

成
さ
れ
る
。

　
Ｕ
Ｓ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
米

国
Ｐ
ｉ
ｔ
ｔ
ｃ
ｏ
ｎ
委
員
会

と
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
が
連
携
し
て

開
催
す
る
。
「
Ｐ
ｉ
ｔ
ｔ
ｃ

ｏ
ｎ
」
は
米
国
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
分
析
機
器
、
計

測
機
器
と
そ
の
周
辺
装
置
の

展
示
会
と
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

の
総
称
。
今
回
は
微
量
分
析

に
重
要
な
質
量
分
析
の
最
新

技
術
を
米
国
３
大
学
の
研
究

者
が
紹
介
す
る
。

　
ま
た
、
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

２
０
１
１
で
は
日
米
の
研
究

者
が
「
ミ
ク
ロ
ス
ケ
ー
ル
電

気
泳
動
法
と
高
感
度
検
出
技

術
」
「
バ
イ
オ
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
ー
を
用
い
た
バ
イ
オ
分
子

認
識
の
検
出
」
な
ど
、
最
先

端
分
析
技
術
の
現
状
を
紹

介
、
将
来
を
展
望
す
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
主
催
の
セ
ミ

ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

は
い
ず
れ
も
無
料
だ
が
、
２

日

時
ま
で
に
分
析
展
／
科

学
機
器
展
サ
イ
ト
か
ら
事
前

登
録
が
必
要
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ

Ｉ
Ｍ
Ａ
主
催
以
外
の
コ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
に
お
け
る
セ
ミ
ナ

ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
異
な
る
。

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
料
、

テ
キ
ス
ト
代
、
事
前
登
録
の

要
否
に
関
し
て
は
展
示
会
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
で
案
内
さ
れ
て

い
る
。

面
に
続
く


